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委員会報告 見る・聞く・動く

　11月７日、貸し農園調査として、越谷市及び越
谷市内にありますファミリー農園の調査を行った。
　ファミリー農園の視察を行い、農園開設者であ
る松沢氏から、開設の経緯などの説明を受け質疑
を行いました。
　市民農園とは、住民がレクリエーションや自家
用野菜の生産を目的として、小面積の農地を利用
することを言います。越谷市の形態としては、市
が開設し利用者自ら家庭菜園を行う市民農園と、
農業者が開園し栽培指導を行うなどの付加価値を
付けたファミリー農園があります。
　近年では、定年した方だけでなく、農業に親し
む親子連れの方の利用が増え、今後も農業者だけ
でなく、農業者以外の方にも農業への理解を深め
ていく部分では、貸し農園が必要だと感じました。

　11月17日、千葉県野田市を訪問しました。
　野田市立福田第二小学校は、全校児童65人のうち、
小規模特認校制度を利用して通学している児童は22人
で、3分の1を占めています。成功の秘訣は、魅力ある
学校づくりに、教育委員会、学校、地域の大人が協力
して取り組んでいる。また、ホームページをリニュー
アルした新鮮な情報を保護者に発信していることでし
た。
　野田市立福田中学校では、市民からの陳情を受け、
議会が執行部に働きかけてエアコン設置に至りまし
た。
　松伏町でエアコン設置を考えるときも、熱源ごとに、
設置費・ランニングコスト・耐用年数・機器の交換費
用まで検討する必要があります。
　文教民生常任委員会では設置の可能性を継続して調
査していきます。

越谷市の市民農園と民間農園を視察
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魅力ある学校を子どもたちに届けたい

生きがいを育む農園

設置されたエアコン（野田市立福田中学校）

農業者以外の方がレンタル利用しているファミリー農園




